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ヒマワリのはなし 2021.6.22 
生命力溢れる容姿と、濃度の高い黄色が特徴の夏を代表する花です。原産地は北アメリカ

西部。キク科ヒマワリ属の一年草で、観賞用の他、食用や油糧として栽培されています。

紀元前からネイティブアメリカンの食用作物として重要な位置を占めていたようで、最初

に海外に持ち出したのはスペイン、マドリード植物園で栽培されました。スペインからは

100 年近くたってからフランス、ロシアに渡り、生産地域はロシア周辺のヨーロッパに偏

っています。ヒマワリは太陽を追いかけて花が咲くといわれていますが、実際は花が咲く

までの成長期の話。茎は光の当たる反対側の方が成長が速くなるため、結果的につぼみが

日の当たる方を向くそうです。ヒマワリの他にも太陽に花を向ける植物はたくさんありま

すが、朝日に暖められた花に、夜間に体温の下がった昆虫を集めるという説もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


